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読書メモ
若者たちのニューノーマル ：Z世代、コロナ禍を生きる (日経プレミアシリーズ) 新書
もし、あなたが21歳の大学生だったら?　物語とキーワードで読み解くwithコロナの消費潮流。

はじめに：
先日、テレビを見ていたら、この本の紹介があり、面白そうだったので、すぐ、アマゾンから購入しました（本屋に行く必要もなく、送料は、無料で翌日には、手元に届くので便利です）。この本では、「Z世代」という名称が出てきます。これは、以前、聞いたことはありますが、もう少し、詳しく調べてみようと思いました。すると、つぎのような説明がみつかりました。
Z世代とは：

日本では主に「Y世代」の後、つまり、1990年後半頃から2012年頃に生まれた世代を指し、デジタルネイティブであり、SNSネイティブ、さらにスマホネイティブでもあるといった特徴を持つ。2021年現在の年齢は、9～21才くらい。アメリカ合衆国では、1990年中盤から生まれた層も含み、アメリカ心理学会では1997年以降に生まれた層を指すなど、定義はさまざまある。
Z世代の語源は、アメリカ合衆国での世代の呼び方に由来している。もともとアメリカ合衆国で、1965～1980年頃に生まれた世代が「ジェネレーションX（X世代）」とよばれていた。これは、カナダの作家、ダグラス・クープランドの著書「ジェネレーションX」から来ており、ケネディ政権頃からベトナム戦争終結後頃までの間に生まれた世代を指す。アルファベット順でXの次がYであることから、この後の世代が「ジェネレーションY（Y世代）」とよばれ、さらにその後の世代が「ジェネレーションZ（Z世代）」とよばれている。なお、Y世代が指す年代は、下記に示すように「ミレニアル世代」と重なっている。
ミレニアル世代とは：
ミレニアム（新千年紀）に由来しており、1983年頃から1995年頃までに生まれ、2000年以降に成人を迎えた世代を指す。日本のほか、アメリカ合衆国や英語圏の国々で共通している世代区分。
（この「ミレニアル世代」という言葉は、以前にも何度か聞いたことがあります）
  上記をまとめると：
1965年から1980年頃に生まれた世代：「ジェネレーションX（X世代）」
1981年頃から1990年頃までに生まれた世代：「ジェネレーションY（Y世代）」
（1983年頃から1995年頃までに生まれた世代：「ミレニアル世代」、上記のY世代と重なる）
1990年後半頃から2012年頃に生まれた世代が「ジェネレーションZ（Z世代）」
（ Z世代は、2021年現在の年齢は、9～21才くらい。）
著者について

牛窪 恵（うしくぼ　めぐみ）
立教大学大学院ビジネスデザイン科客員教授。インフィニティ代表取締役。マーケティングライター。1968年東京生まれ。91年、日本大学芸術学部 映画学科(脚本)卒業後、大手出版社に入社。フリーライターを経て、2001年4月、マーケティングを中心に行う有限会社インフィニティを設立。トレンド、マーケティング関連の著書を多数執筆するほか、NHK総合「所さん!大変ですよ」、フジテレビ系「ホンマでっか!?TV」、日本テレビ系「ウェークアップ! ぷらす」ほか,テレビのコメンテーターとしても活躍している。著者は、「おひとりさま」「草食系男子」などを世に広めた、世代・トレンド評論家。
 
 内容：
つながり重視だけど、「密」はイヤ。なりたい職業がないから「起業」。あこがれるのは「一体感」と「昭和の家族」―。コロナ禍の若者たちは日々をどう過ごし、何を消費し、将来をどう考えているのか?親父と息子の入れ替わり物語と、キーワードで読み解く、Z世代の素顔を示している。
ごく普通の会社員・渡辺正太(49歳)。2020夏のコロナ禍において、 見た目だけがZ世代(21歳)に変身するという、 「ありえない」 事態に襲われた。
本書は、なんとか20代前半のコロナ禍の「ニューノーマル」に適応しようと、悪戦苦闘する彼の姿を通し、イマドキの若者の消費や働き方、SNS事情、恋愛・結婚や家族関係のリアルを、ストーリー方式で読み解く、「若者生活・体感型」マーケティング本である 。
　本書は3つの要素からなっている。
（1 物語(小説)編: 2 マーケティング解説編: 3 マーケティング分析編）。

本書の目次とその概要：
第1章： ゆるつながりが、安心とネタ消費を呼ぶーーZ世代は「コミュ力(りょく)」世代
大手食品メーカーの人事部・採用担当の正太が、ある朝突然、息子・翔一の体に“変身"した。
<登場するキーワード> ゆるつながり/コミュ力/スクールカースト/あつ森/ナシ婚/悪目立ち/プチプラブランド/群れ社会/家計簿アプリ/ワイドなコスパ/親ラブ族/オヤカク(親確)/就活ルール廃止/イン活/違法薬物/コンビニ限定商品/トリプルPB/コミュ欲消費/カロリーの見える化/バナジュー/SDGs/グローバルな「いいね! 」/スクハラ……ほか。
Z世代を知るポイント： 
①Z世代は物欲より「コミュ欲」世代である。
子供時代からリアルでもSNSでも「コミュ力（コミュニケーション能力）で序列が決まってきた。
②「がっつり」より「ゆるつながり」、「村社会」よりも「群れ社会」を重視する
　価値観が揺らぐ社会だからこそメディアに応じて複数のコミュニティーを渡り歩く。
③損得感情は「ワイドなコスパ」感覚をもつ。
　価格や使用感、社会や他者への影響も含めたワイドのコスパで捉える。
④親こそが、不況下の「最後の砦」のようである。
　企業も「親ラブ」（親と仲がいい）を重視、実は日本だけでなく、韓国や米国などにも似た傾向がある。
⑤数値&デジタル偏重なのは、経過より結果をシェアしたいからこそである。
　コロナ後のニューノーマルや生産性向上は、まさにZ世代の志向にヒントがある。

第2章： 恋愛もSNSも「秘密・親密・厳密」はイヤ ――Z世代は「ノー密」世代
裏アカ（裏のアカウント）やソフレ（添い寝フレンド）、すきピ（好きな人）ってナンだ!? 正太が翔一の友人らを前に、驚きの恋愛観やSNSテクに悪戦苦闘。
<登場するキーワード>ノー密/デートDV/エモい/チルる/香水効果/メイク男子/Vライン脱毛/裏アカ(垢)/鍵アカ(垢)/実況動画/カーシェアリング/テラハ/シェアハウス/こけ女/リノベっちゃう?/スモール・ストロング・タイ/ラブホで割り勘/すきピ/ソフレ/ソーバーキュリアス/泡アート/イオニスト/ふるさと副業/SNS監視/ASMR……ほか。
Z世代を知るポイント：
①Z世代は「秘密・親密・厳密」を嫌う「ノー密」世代である。
　コミュニティー内では情報開示して、「ゆるく」つながり、「もやっとした」関係のままでいたい。
② SNS世代ゆえ、複数アカウントやフォルダー(グループ)に応じて「いろんな自分」を使い分ける。
　特に恋愛系のつぶやきは重いとみられるため本アカ（本来のアカウント）では、めったにつぶやかない。
③「ラブホで割り勘」やエッチしない「ソフレ」（添い寝フレンド）が当たり前のようである。
恋愛より「好きピ」（好きな人）。親密な男女関係を嫌うのは、様々な恋愛リスクを避けるためでもある。
④「コケ女」（玄関にこけしを大事にならべる）のようなニッチなコミュニティーから、じわじわ拡散するトレンドもみられる。
　SNSでは(学校のうわさ話感覚=スモール・ストロング・タイ)がブームをうむこともある。
⑤酔っ払うより前に「酔っ払ったらどうなる」を考えてのリスクヘッジを行っている。
　背後に自己責任&自助論や、「失敗したくない」、「周りに迷惑をかけたくない」の思いがある。

第3章： 規格外の働き方と婚・産・人生設計――Z世代は「二刀流」世代
採用担当の正太は、副業やプロ無職、卵子冷凍保存、高校生の起業家願望など、規格外の概念に直面する。
<登場するキーワード>二刀流/コロナうつ/ブラックインターン/就活ルック/グーグルよりインスタ/フィルターバブル/エコーチェンバー現象/ホワイト企業/就活セクハラ/ボランティア教育/就活ユーチューバ―/自己PR動画/英語力デフォルト/ジョブ型雇用/卵子冷凍保存/不妊治療の保険適用/専業主婦志向/スタサプ/高校生起業家……ほか。
Z世代を知るポイント：

1 Ｚ世代は「二刀流」世代である。
男女とも仕事と結婚、出産(育児)の両立が当然。その後のキャリアを鑑みて、学生時代に卵子を冷凍保存する女子もいるほどである。
2 真っ黒な就活リュックは「悪目立ち」を避けるコスプレのようである。
目立つは損?　定番の就活スーツだからこそ、コスプレ感覚で気合が入る。
3 就活も企業マニアルも自己PRも「動画」で行う。
幼少期から、動画で親に笑顔を見せてきたから。「動画なら素の自分でいられる」。
4 権利を主張する一方、過分、不当な恩恵は拒否する。
ブラックな企業や上司に加担するのは嫌。小さなことで会社に縛られたくない。
5 既存の職業に「なりたいものがない」。だから起業する。
従来の学び方、働き方は、賞味期限切れ? 　DXで「飛び級」や学生企業が加速する。

第4章： なぜコトや一体感、昭和に憧れるのか? ――Z世代は「先祖返り」世代
息子の意外な夢や “ナゾの小袋"に誘惑された経緯が明らかに。そしてついに、二人の秘密がバレた。
<登場するキーワード>先祖返り/反バブル/エナジードリンク/インビジブル・ファミリー/スマホとジップロック/いまから薄毛予防/憧れの多様化/社畜/飲み会は仕事か問題/実・学一体/フェス/モノより思い出(コト)/ソー活/プロ無職/SNSパトロール/核家族の地崩れ/海外旅行熱/クラウドファンディング/サイファー/副業願望……ほか
Z世代を知るポイント：
1 Ｚ世代は「先祖返り」世代である。
　親や家族、地元、古き良きものを大切にする発想は、必ずやコロナ後のニューノーマルのヒントになる。
2 旧来型の「大人」に憧れが弱い反面、リスペクトの対象は多種多様である。
上世代にロールモデルがいないが故、自由な発想で「夢」を追う側面がある。
3 旅行やフェス、各種イベントなど、完全なる「モノよりコト」志向である
重視するのは思い出と一体感。海外旅行には全世代中、最も積極的である。
4 コロナで高まった「将来不安」とリスクヘッジ&「お守り」欲求を持つ。
できるだけ自分の可能性を残したい。故に副業や人脈形成、周囲とのつながりを重視する。
感想：
・物語形式で、身体が入れ換わるというのは、突飛な設定であるが、以前映画にもなった「転校生」（大林監督）という設定に似ている。そして、これは、Z世代を説明するのに効果的になっている。本書は、小説と解説に分かれていて、前半の小説部分では、49歳の父親（新人類）と21歳の息子の体が入れ替わり、父親の目線でZ世代を追っていく。この本の中で登場するいろいろなキーワードは、若者の思考や行動を知るうえでの一つの手がかりとなる。（初めて聞いた言葉が多い）
・現在68歳の私からすると、「今の若者って」と驚くことも多い。一方で、心の奥底で思っていたことを体現している憧れや共感もある。例えば、就職したくないなら自分で仕事を作ろうとか、マスメディアが作り上げていたブランドが決してかっこよくないことなどである。
・「最後のおわりに」、で紹介されていたグーグルCEOのピチャイ氏の「若者たちは、社会を変えていかないと未来が開けないと強く感じている。世界が変わっていく中で私たちの社会もどう変わるかが問われている」、慶應義塾大学の宮田教授「緊急事態が終わっても世界は、以前と同じような姿ではないだろう。もう以前のような社会は、戻らない」、そしてカミュの「人間が唯一偉大であるのは、自分を超えるものと闘うからである」などの名言に心を打たれた。

・Z世代全体にコミュにケーション力が低いことは課題と言えるが、海外に高い関心を持っているため、うまくモチベーションを上げて向上していけたらよいのではないかと思う。祖父母を大切に、環境を保護しながら未来を創造していく若者たちの姿が浮かび、日本の未来は、まんざら捨てたものでもないのではないかと感じた。
意見交換のテーマ：
最近の若者の動向から感じるものを自由に話し合いたいと思います。（この本の内容とも関連して）
・最近の若者について何か感じていることがあれば、教えてください（以前は、若者について、意識のギャップを示す言葉として「新人類」と呼んだりしていましたが、今は、「Y世代」とか「Z世代」と呼ぶそうです。本書を読むと我々が、かつて職場で接してきた新人類とは、かなり違っているように思われます。）
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